
令和６年度 第４回栗東市市民参画等推進委員会 

 

●令和７年２月 18 日（火）１4：００～１5：3０ 

●場所  コミュニティセンター大宝東 大会議室 

●出席者 新川委員長、髙野副委員長、村田委員、石橋委員、太田委員、宮川委員、中村 

委員、西川委員、平岡委員 

市民部：西村市民部長 

市民部自治振興課：濱田課長、松田係長、杉山主事補 

㈱しがぎん経済文化センター：田中部長、北村課長 

●欠席者 池田委員、幡委員 

 

議事記録（概要） 

１．開会    進行：自治振興課長 

 

２．あいさつ 

 

（委員長） 

本日は第 4 回になるが、栗東市市民参画等推進委員会にご参集いただき感謝申し上げ

る。今年度の活動状況、そして新しい市民参画と協働によるまちづくり推進計画の策定

等、本日も盛りだくさんであるが限られた時間、充実した議論をしていただければと思う

のでよろしくお願する。 

栗東市は日本全国の各地域に比べても比較的、人口減少や地域の経済状況などいろいろ

な面で恵まれた地域であった。しかし、このところの人口移動の状況等々ご承知かと思う

が、従来予想されていたほど、それほど幸せではなさそうだということなりそうである。

全国のトレンドに比べれば、まだまだ栗東市は今後も一定の繁栄を謳歌できる状況にはあ

るが、もう一方では栗東市にも人口減少、高齢化、少子化、その中でいずれは労働力人口

の減少ということにも直面せざるを得ない状況が近づいてきている。それをどこまで反映

しているかよく分からないが、市内の状況を皆様方もよくご承知の通り様々な地域の活動

が徐々に停滞傾向にあるのではないかと危惧している。それは地域団体もそうであるし、

市民活動もしかりである。そうした状況を、このまま見過ごしているわけにもいかない。

こうした市民参画そして協働の推進を担っている私どもとすれば、こうした地域の様々な

活動がより活発に、そして課題を解決しより良い地域の暮らしを実現していくために、市

民活動に向かっていける方向づけや環境作づくりを積極的に試みていかなければならない

と思っている。本日、特に後段で市民活動の支援制度の検討やあるいはこれからの新たな

事業の展開もご検討いただくことになると思う。ぜひ皆様方のお知恵をいただきながら、

より良い栗東市の市民参画と協働を皆様方と一緒に考えていければと思う。 


